
落問題解決への
理論的軌跡

正史著
（全園地域人権運動総連合議長）

部落解放運動の分裂とその後
の理論・政策活動の展開を歴

史的に辿りなガら、著者は
「部落問題原論」を意図して

論を展開するO
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「朝田理論」とのたたかい

国民的融合論の展開

部落排外主義とのたたかい

綱領的文書「二十一世紀をめざす部落解放の基本方向J
「差別事象にたいする全解連の方針」について

同和行政論の展開

教育 ・啓発をめぐって

組織建設と支部活動の手引き

学者の貢献
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丹波特集
ヘイト・スピーチをこえて

はじめに

第一章

第二章

第三章

第四章

第五章

第六章

第七章

第八章

第九章

第一O章
おわりに

発行所公益社団法人
部落問題研究所

発行人尾川昌法
干606-8691
京都市左京区高野西開町34-11
Ill. 075 721-6108 FAl 075-701-2723 
Email burakl《凹＠smile.ocn.ne.jp 
振替 01040-517329 

4910042290252 

00600 

雑誌04229・02

一一α

二
月
号

定
価
（
本
体
六
O
O円
＋
税
）
送
料
七
八
円

第
八
六
七
ロ

~ct)i1J $ 

A.. 

｜イ

国卜
際ス
人ピ

雲よ
辛抱
塁罰

話旦
是事
スL VJ 
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｜号
守
る
た
め

前
田

表
現
の
自
由
と
へ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ

塚
田

哲
之

へ
イ
ト
・ス
ピ
ー
チ
の
法
規
制
と
そ
の
あ
と

碓
井

敏
正

ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
が
描
き
出
す
人
種
差
別
問
題

局

賛
惰

C
E
R
D審
査
が
浮
き
ぼ
り
に
し
た

ヘ
イ
ト
「
ク
ラ
イ
ム
」
研
究
の
空
白

畠

益

四
季

フ
ィ
リ
ピ
ン
③

マ
ニ
ラ
近
郊
の
芸
術
の
町

古
沢
ゅ
り
あ

第
回
目
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問
題
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究
者
集
会
の
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全
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歴
史
I
（
高
垣
亜
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田
直
樹
）

／

現
状
分
析
・
理
論
（
河
野
健
男
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／
教
育
（
川
辺
勉
）
／
思
想
・文
化
（
尾
川
昌
法
）
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近世身分社会のどん底で生きていた臆民

たちを、西鶴など近世文芸の文人たちは

どのようにとらえ、描い

には悲惨な姿だけでなく、したたかに、

あるいは誇り高くユーモラスに生きぬく

さまが、生き生きと映し出されている。

歴史学習とあわせて、当時の文芸作品か

ら、身分社会の実相の一端を読みとって

いただくのに格好の書。

一
九
四
九
年
五
月
三
十
日
第
三
種
郵
便
物
認
可

ニO
一
五
年
十
一
月

一
日
発
行
（
毎
月

一
回一

日
発
行
）

2015年11月1日発行（毎月1固1日発行） ISSN1347-4014 1949年5月初日 第三種郵便物認可
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言論・表現の自由と「差別表現」問題
AS判・144頁定価（本体1200円＋税）第

六
七
巻

第
一

章

西
鶴
が
と
ら
え
た
賎
民
た
ち

－

世

は
ま
ま
な
ら
ぬ
も
の
／

2

大
尽
の
な
れ
の
果
て
／

3

貧
が
貧
を
搾
取
す
る
／

4

親
子
乞
食、

相
棒
の
明
暗
／
5

男
が
男
に
惚
れ
る
情

そ
の
一

／
6

男
が
男
に
惚

れ
る

情

そ

の
二
／
7

名
妓
の
勇
気
／
8

乞
食
の
誇
り

第
二
章

文
人
が
と
ら
え
た
賎
民
た
ち

ー

都
の
錦
の
意
気
地
／
2

室
鳩
巣
の
道
徳
観
／

3

神
沢
杜
口
の
人
間
的
共
感
／

4

其
角
春
水
の
人
権
感
覚
／

5

鰻
頭
を
買
う
乞
食
と
障
害
者
の
乞
食
／

6

非
人
の

短

歌

そ

の

一
／
7

非
人
の
短
歌
そ
の
二

第
三
章

随
筆

・
雑
話
に
著
さ
れ
た
賎
民
た
ち

－

弾
左
衛
門
の
娘
の
計
略
／

2

乞
食
の
情
と
義
／
3

穣
多
盗
人
の
義
心
／

4

長
谷

川
平
蔵
の
施
し
／
5

お
杉

・
お
玉
／
6

放
蕩
者
を
射
と
め
る
女
非
人
の
真
心
／
7

女

非
人
の
嫁
入
り

第
四
章

ハ
ン
セ
ン
病
は
い
か
に
扱
わ
れ
た
か

－

馬
琴
の
偏
見
性
／

2

乙
姫
の
愛
の
奇
跡

第
十
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号
（
通
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八
七
八
号
）
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昌
司
調
・
表
現
の
自
由
と
今
日
の
政
治
状
況

橋
本

部
落
解
放
同
盟
の
「
糾
弾
」
と
仏
教
界
の
対
応

日
隈

「
同
和
問
題
」
質
疑
を
封
殺
し
た
郡
珂
川
町
と
議
会

植
山

演
劇
界
に
お
け
る
不
当
な
「
差
別
発
言
」
問
題
に
つ
い
て

神
崎

部
落
問
題
に
見
る
表
現
の
自
由
と
「
差
別
表
現
」
問
題
（
上
）

成
津

芸能
書

「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
」
の
法
的
規
制
を
考
え
る

奥
山

峰
夫

第

M
回
東
ア
ジ
ア
青
少
年
歴
史
体
験
キ
ャ
ン
プ

青
少
年
と
東
ア
ジ
ア
の
未
来
i
戦
後
苅
周
年
の
思
考

大
八
木
賢
治

世
界
の
く
う
し
と
文
化
ア
メ
リ
カ
南
西
部
（
最
終
回
）

米
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
に
お
け
る
国
家
犠
牲
地
帯

玉
山
と
も
よ 進

威
徳

光
朗務
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暫
く
取
り
上
げ
て
こ
な
か
っ
た
言
論
・
表
現
の
自
由
と
「
差
別
用
語
」
「
差
別
表
現
」
を
特
集
す
る
。

今
年
の
一
月
、
歴
史
研
究
の
全
国
団
体
の
学
会
誌
に
、
前
月
の
同
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
考
を
「
特
殊
部
落
」
な
る
言
葉
が

使
わ
れ
て
い
る
だ
け
を
も
っ
て
「
撤
回
削
除
」
す
る
旨
の
「
会
告
」
が
発
表
さ
れ
た
。

「
部
落
解
放
同
盟
」
は
一
方
的
に
「
差
別
用
語
」
と
断
定
し
て
暴
力
的
に
激
化
さ
せ
た
「
糾
弾
」
闘
争
に
対
す
る
厳
し
い

批
判
と
暴
力
事
件
裁
判
に
お
け
る
「
糾
弾
権
」
を
否
定
す
る
判
決
が
続
出
（
最
終
的
に
は
全
面
敗
訴
）
す
る
中
で
、

1
9
8

8
年
、
「
侮
蔑
の
意
志
」
の
有
無
が
「
差
別
表
現
」
か
否
か
の
基
準
で
あ
る
（
但
し
「
有
無
」
に
拘
わ
り
な
く
「
社
会
的
影
響
」

が
あ
れ
ば
「
糾
弾
」
す
る
）
と
、
若
干
の
修
正
を
し
た
。

そ
の
前
後
に
部
落
問
題
研
究
所
は
こ
の
特
集
の
標
題
に
関
す
る
書
籍
二
編
を
刊
行
し
た
が
、
先
の
一
件
は
、
研
究
所
関
係

者
の
主
張
が
必
ず
し
も
浸
透
せ
ず
、
一
部
に
不
用
意
な
言
葉
を
用
い
さ
せ
、
「
差
別
用
語
」
の
使
用
を
一
切
不
可
と
す
る
「
解

同
」
の
亜
流
を
し
て
こ
れ
を
「
糾
弾
」
さ
せ
る
傾
向
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
る
事
実
を
認
識
す
る
契
機
と
な
っ
た
。

「
解
同
」
の
修
正
は
、
価
値
判
断
を
自
ら
が
独
占
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
本
質
は
従
来
と
変
ら
な
い
。
し
か
し
近
ご
ろ
、

単
な
る
「
言
葉
狩
り
」
に
逆
戻
り
が
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
特
集
は
振
り
出
し
に
戻
っ
て
一
か
ら
取
り
上
げ
る
。

冒
頭
の
論
考
は
戦
中
の
検
閲
・
弾
圧
か
ら
現
政
権
の
露
骨
な
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
支
配
が
そ
れ
と
同
質
性
を
も
っ
て
い
る
こ
と

を
、
特
集
末
の
論
文
（
後
半
は
次
号
）
は
「
解
同
」
と
そ
の
亜
流
の
策
謀
が
現
政
権
と
そ
の
周
辺
の
偏
狭
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
と
共
通
性
を
有
す
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
す
る
。
仏
教
界
を
取
り
上
げ
た
論
文
は
「
解
同
」
の
か
つ
て
の
「
糾
弾
」
を
臨

場
感
を
も
っ
て
伝
え
、
そ
の
本
質
に
迫
る
。
昨
今
、
弱
体
化
し
た
「
解
同
」
を
補
完
す
る
か
の
よ
う
に
、
亜
流
の
「
言
葉
狩

り
」
策
動
が
目
に
つ
く
。
二
事
例
を
掲
載
す
る
。

前
号
の
成
津
「
「部
落
」
の
呼
称
に
つ
い
て
」
も
参
考
に
さ
れ
た
い
。

言
論
・
表
現
の
自
由
と

「
差
別
表
現
」

〈
特
集
〉
言
論
・
表
現
の
自
由
と

「
差
別
表
現
」

問
題
の
特
集
に
あ
た
っ
て

- 6一

（
成
漂

祭
事
）

問
題

言
論
・
表
現
の
自
由
と
今
日
の
政
治
状
況

「
も
の
言
ふ
機
関
」
を
潰
せ
｜
｜
ア
ベ
政
治
の
言
論
抑
圧
体
質

「
我
社
は
東
条
内
閣
の
た
め
に
毒
殺
閉
鎖
さ
れ
て
、
今
日
に
至
っ
た
」

｜
｜

「改
造
」
誌
1
9
4
6
年
1
月
号
の
「
復
刊
の
言
葉
」
の
冒
顕

で
あ
る
。
2
0
1
5
年
6
月
お
日
、
安
倍
首
相
に
近
い
自
民
党
若
手

議
員
の
勉
強
会
「
文
化
芸
術
懇
談
会
」
に
お
い
て
、

3
議
員
と
「
作

家
」
百
田
尚
樹
氏

（講
師
）
が
、

『沖
縄
タ
イ
ム
ス
」
「
琉
球
新
報
」

を
潰
せ
と
声
を
揃
え
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
き
い
た
時
、
瞬
時
に
頭

に
浮
か
ん
だ
の
が
こ
の
言
葉
だ

っ
た
。
言
葉
は
さ
ら
に
、
「
彼
ら
政

府
者
」
は
「
も
の
言
ふ
機
関
」
を
斬
り
棄
て
前
代
未
聞
の
惨
禍
（
太

．

橋

本

進

平
洋
戦
争
の
）
を
招
い
た
、
と
つ
づ
け
る
。

戦
前
日
本
の
言
論
界
を
代
表
す
る
こ
大
総
合
雑
誌
の
発
行
元
、
も

の
言
ふ
機
関
H
批
判
的
言
論
機
関
と
し
て
の
改
造
社
と
中
央
公
論
社

は
、
横
浜
事
件
と
い
う
大
弾
圧
を
契
機
に
内
閣
情
報
局
の
勧
告
H
命

令
に
よ
っ
て
解
散
さ
せ
ら
れ
た
。

い
ま
ア
ベ
政
治
の
批
判
言
論
拒
否
体
質
と
そ
の
政
策
展
開
を
検
討

す
る
た
め
に
、
歴
史
的
体
験
と
し
て
、
中
央
公
論
社
の
受
難
史
を
軸

に
、
戦
前
戦
中
の
言
論
弾
圧
の
諸
型
態
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
よ
う
。
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「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
」

奥

山
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1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
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1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 

の
法
的
規
制
を
考
え
る

は
じ
め
に
｜
｜
経

過

近
年
、
東
京
・
新
大
久
保
や
大
阪
・
鶴
橋
な
ど
全
国
各
地
で
「
在

特
会
」
（
在
日
特
権
を
許
さ
な
い
市
民
の
会
）
な
ど
に
よ
っ
て
、
在
日

朝
鮮
人
等
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
し
て
、
「
殺
せ
」
「
死
ね
」
「
出
て
い
け
」

な
ど
と
激
烈
な
言
辞
を
用
い
て
少
数
者
の
排
斥
を
扇
動
す
る
活
発
な

動
き
が
み
ら
れ
る
。
白
昼
公
然
と
こ
の
よ
う
な
威
嚇
行
為
が
展
開
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
自
体
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
活
動
の
主
た
る
担
い
手
は
、
不
安
定
就
労
層
の
若
者
だ

と
す
る
見
方
も
あ
る
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
よ
り
今
日
の
日
本
社
会

に
根
ざ
し
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。（
安
田
浩
一
「
ネ
ッ
ト
と
愛

国
』
講
談
社
、
二

O
一
二
年
、
樋
口
直
人
『
日
本
型
排
外
主
義
』
名
古
屋
大

月
）
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
聞
き
、
そ
れ
を
単
行
本
と
し
て
刊
行
し
た

（『
N
o
へ
イ
ト
f

出
版
の
製
造
者
責
任
を
考
え
る
」
（
こ
ろ
か
ら
発
行
、

二
O
一
四
年
）
）
。

次
に
、
地
方
自
治
体
の
動
き
を
み
る
。
地
方
自
治
法
第
的
条
に

「
意
見
書
の
提
出
」
の
規
定
が
あ
り
、
地
方
議
会
は
固
な
ど
に
意
見

書
を
提
出
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
二

O
一
四
年
九
月
一
九
日
に

は
、
東
京
都
国
立
市
議
会
が
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
含
む
人
種
及
び

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
へ
の
差
別
を
禁
止
す
る
法
整
備
を
求
め
る
意
見

書
」
を
採
択
し
た
の
に
続
い
て
、
一

O
月
一
日
名
古
屋
市
議
会
、
一

O
月
六
日
奈
良
県
議
会
と
い
う
よ
う
に
多
く
の
議
会
が
へ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
へ
の
法
的
対
応
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
よ
り
先
、
山
形
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
が
在
特
会
の

講
演
会
の
た
め
の
会
場
使
用
を
不
許
可
と
し
（

一
三
年
六
月
）
、
大
阪

府
門
真
市
は
在
特
会
元
副
会
長
の
韓
国
文
化
を
侮
蔑
す
る
内
容
の
集

会
の
市
民
文
化
会
館
使
用
許
可
を
取
消
し
た
（
一
四
年
五
月
）
（
師
岡

康
子
「
包
括
的
人
種
差
別
禁
止
法
制
定
に
向
け
て
」
『
世
界
』

一
四
年

一

一
月
号
）
。

司
法
の
レ
ベ
ル
で
も
、
在
特
会
の
京
都
朝
鮮
学
校
襲
撃
事
件
（
二

O
O
九
1
一
O
年
）
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
人
種
差
別
撤
廃
条
約
（
一

九
九
五
年
加
入
）
の
「
人
種
差
別
」
に
あ
た
る
と
し
て
周
辺
で
の
街

宣
禁
止
と
損
害
賠
償
を
認
め
る
判
決
が
最
高
裁
判
所
で
確
定
し
た

（二
O
一
四
年
十
二
月
九
日
付
）
。

峰

夫

学
出
版
会
、
二
O
一
四
年
）
。

「
へ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
」
を
ど
う
克
服
し
て
い
く
べ
き
か
、
こ
の
社

会
に
謀
せ
ら
れ
た
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
」
に

対
し
て
、
へ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
行
動
を
行
う
「
レ
イ
シ

ス
ト
を
し
ば
き
隊
」
（
一
二
年
一
月
結
成
）
、

「
の
り
こ
え
ね
っ
と
」

（
「
へ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
レ
イ
シ
ズ
ム
を
乗
り
越
え
る
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
二
O
一
三
年
九
月
結
成
）
な
ど
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

「
東
京
行
進
」
や
大
阪
で
は
「
仲
良
く
し
よ
う
ぜ
パ
レ
ー
ド
」
な
ど

が
取
り
組
ま
れ
た
。

ま
た
、
書
店
に
あ
ふ
れ
る
「
嫌
韓
嫌
中
」
本
、
い
わ
ゆ
る
「
ヘ
イ

ト
本
」
に
対
し
て
書
店
員
や
編
集
者
が
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
排
外

主
義
に
加
担
し
な
い
出
版
関
係
者
の
会
」
を
結
成
し
（
一
四
年
三
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ま
た
、
国
連
に
お
い
て
も
、
規
約
人
権
委
員
会
が
へ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
に
つ
い
て
法
規
制
す
る
よ
う
日
本
政
府
に
勧
告
（
一
四
年
七
月
二

四
日
）
、
さ
ら
に
人
種
差
別
撤
廃
委
員
会
も
、
同
様
に
法
規
制
を
行

う
こ
と
な
ど
を
求
め
た
（
八
月
二
九
日
）
。

一
、
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
」
克
服
の
取
組
み

こ
う
し
た
動
き
の
中
で
、
「
へ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
」
に
対
処
す
る
法

律
案
が
提
起
さ
れ
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、

二
O
一
五
年
五
月
、
民

主
党
、
社
民
党
な
ど
に
よ
っ
て
、
「
人
種
差
別
撤
廃
施
策
推
進
法
案
」

（
人
種
等
を
理
由
と
す
る
差
別
の
撤
廃
の
た
め
の
施
策
の
推
進
に
関
す
る

法
律
（
案
乙
で
あ
る
。

こ
の
法
律
案
の
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
目
的
と
し
て
、
「
人
種
等
を
理
由
と
す
る
差
別
の
禁
止
等
の

基
本
原
則
を
定
め
る
と
と
も
に
、
人
種
等
を
理
由
と
す
る
差
別
の
防

止
に
関
し
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
、
基
本
施
策
そ
の
他
の
基

本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
人
種
等
を
理
由
と
す
る
差

別
の
撤
廃
の
た
め
の
施
策
を
総
合
的
か
つ
て
体
的
に
推
進
す
る
こ

と
」
を
あ
げ
る
〈
第
1
条〉
。

こ
こ
で
い
う
「
人
種
等
」
と
は
、
「
人
種
、
皮
膚
の
色
、
世
系
又

は
民
族
的
若
し
く
は
種
族
的
出
身
」
を
指
す

〈第
2
条
〉。

そ
の
上

で
、
「
何
人
も
、
次
に
掲
げ
る
行
為
そ
の
他
人
種
等
を
理
由
と
す
る

不
当
な
差
別
的
行
為
に
よ
り
、
他
人
の
権
利
利
益
を
侵
害
し
て
は
な

- 45-



ら
な
い
」
と
し
、
①
「
特
定
の
者
に
対
し
、
そ
の
者
の
人
種
等
を
理

由
と
す
る
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
を
す
る
こ
と
」
、

②

「
そ
の
者
の

人
種
等
を
理
由
と
す
る
侮
辱
、
嫌
が
ら
せ
そ
の
他
の
不
当
な
差
別
的

言
動
を
す
る
こ
と
」
を
禁
止
す
る
。

続
い
て
第
2
項
で
、
「
人
種
等
の
共
通
の
属
性
を
有
す
る
不
特
定

の
者
に
つ
い
て
、

j
i
－－－
当
該
属
性
を
理
由
と
す
る
不
当
な
差
別
的

取
扱
い
を
す
る
こ
と
を
助
長
若
し
く
は
誘
発
す
る
目
的
で
、
公
然
と

当
該
属
性
を
理
由
と
す
る
不
当
な
差
別
的
言
動
を
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
す
る

〈第
3
条
〉
（
傍
点
筆
者
）
。

こ
れ
が
こ
の
法
案
の
核
心
で
あ
っ
て
、
「
差
別
禁
止
法
」
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
（
但
し
、罰
則
規
定
は
な
い
）
。

以
下
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務

〈第
6
条
〉
、
基
本
方
針

の
策
定

〈第
7
条
〉
、
年
次
報
告
の
国
会
へ
の
提
出

〈第
9
条
〉、

相

談
体
制
等
の
整
備
（
国
・
地
方
）
〈
第
叩
条
〉
、
啓
発
活
動
・
人
権
教

育
等
〈
第
辺
、
日
条
〉
人
種
等
差
別
防
止
政
策
審
議
会
の
設
置
（
内

閣
府
）

〈第
却
l

お
条
〉
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
一

言
で
い
え
ば
、
罰
則
規
定
の
な
い
「
人
権
擁
護
法
案
」

と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
（
「
人
権
擁
護
法
案
」
の
問
題
点
に
つ
い
て

は
、『
人
権
と
部
落
問
題
」
二
O
O
二
年
七
月
号
、
O
三
年
九
月
号
、
O
五
年

八
月
号
の
「
人
権
擁
護
法
案
」
特
集
な
ど
参
照
）
。

そ
こ
で
、
こ
の
法
律
案
に
つ
い
て
み
て
ゆ
く
。

ま
ず
、
法
律
案

が
禁
止
し
よ
う
と
す
る
「
差
別
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
紹
介
し
た
よ

な
り
う
る
」
（
師
岡
康
子
「
審
議
入
り
し
た

『人
種
差
別
撤
廃
施
策
推
進

法
案
」
の
意
義
」

「世
界
」
二
O
一
五
年
一

O
月
号
）
と
も
い
う
。

こ
の
あ
た
り
が
、
罰
則
な
し
の
い
わ
ば
「
理
念
法
」
「
禁
止
法
」

制
定
の
意
義
で
あ
ろ
う
。

一
般
的
に
い
っ
て
、

O
Oを
禁
止
す
る
と
い
う
法
律
が
存
在
す
る

と
い
う
こ
と
自
体
、
人
々
に
対
し
て
一
定
の
抑
制
効
果
を
も
っ
と
い

う
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
つ
の
考
え
方
と
し
て
理

解
で
き
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

同
時
に
、
「
在
特
会
」
の
よ
う
な
い
わ
ば
「
確
信
犯
」
に
と
っ
て

は
、
全
く
抑
止
効
果
を
期
待
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
も
見
て
お
く

必
要
が
あ
ろ
う
。

あ
わ
せ
て
考
え
て
お
く
べ
き
大
事
な
こ
と
が
あ
る
。
「
禁
止
法
」

「
理
念
法
」
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
は
、
よ
り
実
効
性
を
求
め
て
罰
則

を
と
も
な
う
「
差
別
規
制
法
」
へ
と
導
く
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
一
九
八
四
、
八
五
年
部
落
解
放
同

盟
が
構
想
し
た
「
部
落
解
放
基
本
法
」
（
案
）
｜
｜
「
差
別
規
制
法
」

要
綱
（
案
）
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

「
部
落
解
放
基
本
法
」
（
案
）
｜
「
差
別
規
制
法
」
要
綱
（
案
）
で

は
、
次
の
よ
う
に
「
悪
質
な
差
別
」
を
規
制
す
る
と
し
て
い
た
。

ま
ず
、
「
個
人
も
し
く
は
集
団
に
対
す
る
悪
質
な
差
別
を
禁
止」

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
〈
第
3
目
的
〉
「
①
何
人
も
、
こ
と
さ
ら
部

落
差
別
も
し
く
は
民
族
的
差
別
の
意
図
を
も
っ
て
、
個
人
も
し
く
は

う
に
、
何
度
も
「
差
別
」
と
い
う
用
語
が
登
場
す
る
。
「
差
別
」
「
差

別
の
禁
止
」
「
差
別
的
取
扱
い
」
「
差
別
的
言
動
」
さ
ら
に
「
差
別
的

取
扱
い
を
す
る
こ
と
を
助
長
」
「
誘
発
」
す
る
目
的
・：
と
い
う
文
言

も
見
ら
れ
る
〈
第
2
条、

3
条
〉。

こ
の
「
差
別
」
と
い
う
用
語
は

そ
も
そ
も
多
義
的
で
あ
り
あ
い
ま
い
な
言
葉
で
あ
る
。
使
う
人
に
よ

っ
て
か
な
り
幅
が
あ
る
。
例
え
ば
、
自
己
に
不
都
合
、
不
利
益
な
場

合
に

「
差
別
だ
」
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
誤
解
、
不
十
分
な
理
解
に

対
し
て
「
差
別
だ
」
と
い
う
場
合
も
あ
る
。
も
ち
論
、
排
除
し
た
り

不
公
平
取
扱
い
に
対
し
て
「
差
別
だ
」
と
い
う
場
合
も
当
然
あ
る
。

厳
密
な
規
定
が
必
要
で
は
な
い
か
。

次
に
、
罰
則
規
定
を
も
た
な
い
法
律
（
案
）
の
実
効
性
の
問
題
で

あ
る
。
例
え
ば
次
の
よ
う
な
見
解
が
あ
る
。
「
と
り
あ
え
ず
罰
則
の
な
い

人
種
差
別
禁
止
法
を
作
っ
た
ら
ど
う
か
」
、
「
何
も
な
い
日
本
の
現
状

を
踏
ま
え
れ
ば
、
そ
の
あ
た
り
か
ら
出
発
す
る
の
が
現
実
的
で
は
な

い
か
」
（
有
田
芳
生
『
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
た
た
か
う
1
』
岩
波
書
店
、

二
O
二
二
年
）
。

ま
た
、
法
案
の
提
出
を
う
け
て
、
「
法
案
が
成
立
し
て
も
即
効
性

は
高
く
な
い
が
、
何
よ
り
、
こ
れ
ま
で
人
種
差
別
を
放
置
し
て
き
た

姿
勢
を
改
め
、

：・：：：
反
人
種
差
別
が
固
と
社
会
の
主
流
と
な
り
、

差
別
撤
廃
に
向
け
た
歴
史
的
な
転
換
点
と
な
る
意
義
が
あ
る
」
「
国

が
差
別
を
違
法
と
宣
言
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
を
打
破
す
る
第
一
歩
と
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集
団
を
公
然
と
侮
辱
し
、
ま
た
は
そ
の
名
誉
を
侵
害
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
し
、
「
②

何
人
も
こ
と
さ
ら
前
項
記
載
の
差
別
を
扇
動
す
る

目
的
を
も
っ
て
、
公
然
と
個
人
も
し
く
は
集
団
に
対
す
る
暴
力
行
為

ま
た
は
殺
傷
行
為
を
挑
発
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
規
定
す
る

〈第
3

差
別
表
現
、
差
別
扇
動
の
禁
止
〉
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
罰
則
が
定
め
ら
れ
て
い
る

〈第
7
罰

則
〉。こ
れ
を
み
て
も
、
「
こ
と
さ
ら
：・：

意
図
を
も
っ
て
」
「
挑
発
」
の

よ
う
に
、
そ
れ
に
該
当
す
る
か
否
か
、
判
定
が
明
確
で
な
い
あ
い
ま

い
な
文
言
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
構
成
要
件
が
不
明
確
な
の

で
あ
る
。
お
よ
そ
、
刑
事
的
処
罰
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
個
人
の

財
産
や
自
由
に
制
約
を
加
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
処

罰
に
該
当
す
る
行
為
か
否
か
明
確
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
う
で
な
い
な
ら
、
恋
意
的
運
用
、
濫
用
の
危
険
を
は
ら
む
（
こ

の
問
題
に
つ
い
て
は
、「シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
部
落
問
題
の
解
決
と
差
別
の
法

規
制
」

「部
落
問
題
研
究
』
第
部
輯
、
一
九
八
六
年
二
月
、
参
照
）
。
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二
、
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
」
の
法
規
制
｜
｜
刑
事
規
制
問
題

実
効
性
を
考
え
る
と
す
れ
ば
、
当
然
罰
則
を
と
も
な
う
規
制
が
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
そ
う
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
主

張
は
み
ら
れ
る
が
、
具
体
的
な
提
案
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

昨
年
、
二

O
一
四
年
一
一
月
二
八
日
、
近
畿
弁
護
士
連
合
会
の
人



権
擁
護
大
会
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
へ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
は
表
現
の
自
由

か
」
が
大
阪
弁
護
士
会
館
で
聞
か
れ
た
。
席
上
、
法
規
制
の
主
張
と

そ
れ
に
対
し
て
慎
重
な
見
解
と
が
示
さ
れ
た
。
質
疑
の
中
で
、
参
加

者
か
ら
刑
事
規
制
を
す
る
場
合
、
と
の
機
関
が
担
当
す
る
か
に
つ
い

て
質
問
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
パ
ネ
リ
ス
ト
の
一
人
は
、
囲
内

人
権
機
関
が
存
在
し
な
い
現
状
で
は
警
察
に
な
る
だ
ろ
う
と
答
え
た
。

し
か
し
、
「
圏
内
人
権
機
関
」
が
存
在
し
な
い
と
い
う
前
提
で
の

答
え
で
は
あ
る
に
し
て
も
、
警
察
に
適
正
な
「
へ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
」

の
規
制
が
期
待
で
き
る
か
、
疑
問
が
あ
る
。
例
え
ば
、
人
種
差
別
撤
廃

委
員
会
の
日
本
政
府
報
告
の
審
査
で
も
委
員
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

「
極
右
組
織
は
明
ら
か
に
政
府
の
お
墨
付
き
を
得
て
人
種
主
義
、

排
外
主
義
を
行
っ
て
い
ま
す
。
排
外
主
義
的
な
デ
モ
が
警
察
に
守
ら

れ
て
い
ま
す
」
（
フ
ァ
ン
委
員
、
反
差
別
国
際
運
動
日
本
委
員
会
編
「
レ

イ
シ
ズ
ム
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
と
闘
う
』
解
放
出
版
社
、
二

O
一五

年）
。
こ
れ
は
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
」
の
ピ
デ
オ
上
映
後
の
発
言
だ

が
、
こ
の
よ
う
な
光
景
は
、
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

加
え
て
、
警
察
庁
を
管
理
す
る
国
家
公
安
委
員
会
委
員
長
（
国
務

大
臣
）
を
務
め
る
政
治
家
・
山
谷
え
り
子
氏
（
当
時
）
が
在
特
会
元

幹
部
と
親
し
く
記
念
撮
影
を
し
て
い
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
（
「
し

ん
ぶ
ん
赤
旗
」

二
O
一
四
年
九
月
一
九
日
、
一
一
月
七
日
付
）
。
警
察
に

適
正
公
正
な
チ
ェ
ッ
ク
が
期
待
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

次
に
、
法
規
制
を
す
る
場
合
、
処
罰
の
対
象
と
な
る
行
為
と
、
そ

人
は
人
間
以
下
の
存
在
で
大
嫌
い
だ
か
ら
我
が
国
か
ら
出
て
い
く
べ

き
だ
」
と
書
い
た
場
合
、

③

高
校
生
が
友
人
と
の
会
話
の
な
か
で

同
発
言
を
し
た
場
合
」
（
小
谷
順
子
「
言
論
規
制
消
極
論
の
意
義
と
課

題
」
金
尚
均
編
「
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
法
的
研
究
』
法
律
文
化
社
、
二

O
一
四
年
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
何
を
も
っ
て
「
へ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
」
と
認
定
す
る
の
か
。

こ
う
み
て
く
る
と
、
事
実
上
「
へ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
」
の
刑
事
規
制

は
極
め
て
困
難
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

「
へ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
」
は
克
服
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
に
は
、
速
効
薬
は
な
い
だ
ろ
う
。
古
来
、
。
急
が
ぱ
回
れ
。
と

い
う
。
回
り
道
の
よ
う
で
も
、
批
判
の
力
、
世
論
を
高
め
る
し
か
な

い
の
で
は
な
い
か
。
別
の
言
い
方
を
す
る
と
、
市
民
の
「
文
化
力
」

を
高
め
る
し
か
な
い
と
思
わ
れ
る
（
奥
平
康
弘
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
法
規

制
は
で
き
る
だ
け
慎
重
に
む
し
ろ
市
民
の
「
文
化
力
』
で
対
抗
す
べ
き
だ

ろ
う
」
『
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
二
O
一
三
年
一
一
月
号
）
。
そ
の
た
め
に
、

教
育
も
重
要
で
あ
ろ
う
（
渡
辺
雅
之

「い
じ
め
・
レ
イ
シ
ズ
ム
を
乗
り

越
え
る
「
道
徳
」
教
育
」
高
文
研、

二
O
一
四
年
）
。
問
題
の
性
格
は
異

な
る
が
、
か
つ
て
厳
然
と
部
落
差
別
言
動
が
存
在
し
た
一
九
二

O
i

三
0
年
代
初
頭
、
「
差
別
言
動
取
締
令
」
（
法
）
制
定
要
求
の
主
張
が

み
ら
れ
た
。

う
で
な
い
行
為
を
明
確
に
峻
別
で
き
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
例

え
ば
、
先
の
「
人
種
差
別
撤
廃
施
策
推
進
法
」
案
の
場
合
、
「
差
別
」

「
差
別
的
行
為
」
「
差
別
的
取
扱
い
」
「
差
別
的
言
動
」
な
ど
の
文
言

が
見
ら
れ
る
が
、
「
差
別
」
と
い
う
用
語
は
、
多
義
的
な
言
葉
で
あ

る
。
ま
し
て
「
差
別
的
取
扱
い
」
を
「
助
長
」
も
し
く
は
「
誘
発
」

（第
3
条

2
項
）
を
ど
の
よ
う
に
判
定
し
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
規
制
の
対
象
と
な
る
「
へ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
」
と
い
っ
て
も

多
様
に
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
①
差
別
主
義
団
体
の
メ
ン
バ
ー

数
十
人
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
集
団
た
る

O
O人
の
多
く
暮
ら
す
居
住
地
域

の
公
園
に
集
合
し
て
「

O
O人
は
わ
が
国
に
居
住
す
る
に
は
ふ
さ
わ

し
く
な
い
の
で
、
国
外
に
撤
去
す
べ
き
だ
」
と
演
説
し
た
場
合
、

②
「

O
O人
は
動
物
以
下
の
糞
尿
だ
」
と
い
う
発
言
を
し
た
場
合
、

③

同
じ
団
体
の
メ
ン
バ
ー
が
団
体
の
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
上
で
こ
れ
ら

の
内
容
の
書
き
込
み
を
し
た
場
合
、

④

同
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
上
の
掲

示
板
に

O
O人
が
「
あ
な
た
た
ち
ム
ム
人
こ
そ
動
物
以
下
の
糞
尿

だ
」
と
書
き
込
ん
だ
場
合
、

⑤

刑
事
政
策
を
専
門
と
す
る
大
学
教

員
が
講
義
中
に
統
計
デ
l
タ
を
引
用
し
な
が
ら
「
わ
が
国
の
犯
罪
が

増
加
し
た
の
は

O
O
人
が
増
加
し
た
か
ら
で
あ
り
、

0
0人
が
岡
市

か
ら
退
去
す
れ
ば
犯
罪
は
減
る
は
ず
で
あ
る
」
と
い
う
推
論
を
述
べ

た
場
合
、
⑥
「

O
O人
は
し
ょ
せ
ん
全
員
犯
罪
者
な
の
だ
か
ら
わ
が

国
か
ら
出
て
い
け
」
と
述
べ
た
場
合
、
⑦
閲
覧
者
の
非
常
に
多
い

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
掲
示
板
に
お
い
て
匿
名
の
高
校
生
が
「

0
0
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こ
の
「
部
落
差
別
」
法
規
制
の
主
張
は
、
主
と
し
て
全
国
水
平
社

（
一
九
二
二
年
創
立
、
「
我
々
特
殊
部
落
民
は
部
落
民
自
身
の
行
動
に
よ
っ

て
絶
対
の
解
放
を
期
す
」

〈綱
領
〉）

の
立
場
と
は
対
立
す
る
融
和
運
動

の
中
で
展
開
さ
れ
、
賛
否
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
注
目
す
べ
き
見
解

が
あ
る
。
「
夫
婦
は
和
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
否
ら
ざ
れ
ば
監
獄

に
容
れ
る
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
ま
た
監
獄
に
容
れ
た
に
し
た
と
こ

ろ
で
、
和
合
で
き
る
も
の
で
な
い
。
夫
婦
の
和
合
は
感
情
と
感
情
の

和
合
で
あ
っ
て
、
感
情
は
自
由
で
あ
る
か
ら
、
之
を
外
部
か
ら
如
何

に
拘
束
し
て
も
知
何
と
も
な
る
も
の
で
は
な
い
。
却
っ
て
そ
の
為
の

不
和
を
増
ぎ
な
い
と
も
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。

融
和
問
題
の
解
決
の
知
き
も
、
こ
れ
と
同
じ
で
あ
っ
て
、
如
何
に

答
ん
じ
よ

差
別
者
を
罰
し
て
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
差
別
が
変
除
（
取
り
除
く
こ

と
｜
筆
者
注
）
さ
れ
得
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
夫
婦
の
和
合

と
か
、
本
問
題
の
解
決
の
知
き
は
、
超
法
律
的
、
超
威
力
的
な
も
の

で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
」
（
大
審
院
検
事
・
宮
城
長
五
郎

『融
和
時
報
」

氾
号
、
一
九
二
八
年
八
月

一
日）
。
考
え
て
み
る
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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（
お
く
や
ま

み
ね
お
／
部
落
問
題
研
究
所
理
事
）
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